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抗インフルエンザウイルス薬の
備蓄について



抗インフルエンザウイルス薬に関するガイドラインの概要
(H25.6.26 関係省庁対策会議（H28.3.25  一部改訂））

抗インフルエンザウイルス薬を効率的・効果的に使用するため、国、都道府県、医療機関、医薬品卸
売販売業者等による適切な備蓄・流通・投与を促す。

備蓄方針 ○ 国民の45％に相当する量を目標（5,650万人）として流通備蓄分約1,000万人分を除き、
国と都道府県で均等に備蓄する。薬剤は多様化を図る。また、市場流通割合や想定する
新型インフルエンザによる疾患の重症度等を踏まえる。

流通
（発生前）

○ 都道府県は発生時における安定供給体制の整備を図る。
○ 国は、流通状況を確認し、卸業者、医療機関等に対し適正流通を指導する。

流通
（発生後）

○ 都道府県は、市場に流通している在庫量が一定量以下になった時点で備蓄している
抗インフルエンザウイルス薬を卸業者を通じて医療機関等に配送する。
○ 国は、全国の患者発生状況等を把握し、都道府県からの補充要請に応じて国の備蓄
分を放出する。

治療方針 ○ 治療薬の選択や治療方針に関する専門的な知見を情報提供する。

予防投与
の対象者

新型インフルエンザウイルスの曝露を受けた次の者に対しては、海外発生期
及び地域発生早期には予防投与の対象とする。
 患者の同居者 （地域感染期以降は予防投与の効果等を評価し決定）
 患者の濃厚接触者 （同じ学校や職場等）

 医療従事者等・水際対策関係者（患者と濃厚に接触した場合でかつ新型インフルエ
ンザワクチン接種を受けていない場合）

 離島や山間地域等で世界初発の場合の重点的感染拡大防止策が実施される地域
の住民 （有効性が期待される場合）
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H5N1プレパンデミックワクチンの
備蓄方針について







インフルエンザ
HAワクチン

沈降インフルエン
ザワクチン

細胞培養インフルエンザワクチン

品目
インフルエンザHA

ワクチン
沈降インフルエンザ

ワクチンH5N1

細胞培養インフルエ
ンザワクチン

（H5N1、プロトタイプ）

乳濁細胞培養インフ
ルエンザHAワクチン
（H5N1、プロトタイプ）

沈降細胞培養インフ
ルエンザワクチン

（H5N1）

製造販売業者
北里、化血研、阪
大微研会、デンカ

生研

北里、化血研、阪大
微研会、デンカ生研

武田薬品 化血研 北里

製造方法 鶏卵培養 鶏卵培養 細胞培養 細胞培養 細胞培養

ワクチン形態 不活化スプリット 不活化全粒子 不活化全粒子 不活化スプリット 不活化全粒子

アジュバント なし 水酸化アルミニウム なし AS03 水酸化アルミニウム

HA含有量 15μg/0.5ml 15μg/0.5ml 7.5μg/0.5ml 3.75μg/0.5ml
30μg/1ml、
60μg/1ml

バイアルの規格

1mlバイアル
（2回分量を含有）

0.5mlシリンジ
（1回分量を含有）

10mlバイアル
（18回分量を含有）

1mlバイアル
（2回分量を含有）

ただし、最小包装単位は2

バイアル＝4回分

抗原液（2.5ml）とア
ジュバント（2.5ml） が1

包装
（抗原液とアジュバント

を混合した5mlで10回分
量を含有）

9 mlバイアル
（9回分量を含有）

成人１回あたり
の接種量・方法

0.5ml
皮下注

0.5ml
皮下注または筋注

0.5ml
皮下注または筋注

0.5ml
筋注

1ml
筋注

使用期限 1年 3年（原液） 3年（原液） 3年（原液） 1年（原液）

（略語） 北里（北里第一三共ワクチン株式会社）、化血研（一般財団法人化学及血清療法研究所）、
阪大微研会（一般財団法人阪大微生物病研究会）、デンカ生研（デンカ生研株式会社）、武田薬品（武田薬品工業株式会社）

日本国内で用いられているインフルエンザワクチンの比較
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（平成28年5月20日現在）








